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軟節架構理論 (4)
剛接部材と軟接部材とを持つ節点からなる架構の解法
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In the previous paper， the author reported the theory of the Chain Constr-
uction with Elastic Joints from the result of the experimental study on 
the Sandwich Curtain Wall. And the other paper dealt with a practical analysis 
in the framework with Elastic Joints regarded as a structural member which 
may be deformed as well as a beam or a column. 
The present paper deals with a general elastic analysis of the frame with 
Elastic Joint. In this frame， each of the structural member connected to a 
Joint rotates in proportion to the bending moment acting on the end of the 
members. This analysis deals with the elastic analysis of the framework with 
Dry Joint which is often used in prefabricated structure. 
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1序論
建築架構力学では，通常建築の架構をヲーメ γとト
ラスとに大別している。すなわちラーメ γは，その節
点に集まる各部材がそれぞれ節点という部材〈節点
材〉に剛接されると見なす節点からなる架構であり." 
トラスはその節点に集まる各部材がそれぞれ節点材に
ピγ接合されると見なす節点からなる架構であるo ま
たこれら両者の節点を混有する架構も勿論考えられ
る。しかし，現実の建築構造には理論的なトラスは存
在しなしすなわちトラスの各部材は節点で完全ピγ
として挙動しないため，時には， トラスの2次応力を
考えなければならない場合がおきる。また理論的なラ
メー γ 〈剛接架構〉の建築構造も現実には困難であ
る。すなわち節点に集まる各部材の材端境角が，その
節点でおのおの相異する場合が多いことが，実験で指
摘されている。木構造ではこの傾向が著ししたとえ
ば柱と梁の接合部は勿論，たとえその部分を方杖で固
めても，接合部の剛性の低下をまぬがれないものであ
り，これらに関する研究が古くからなされて L、る1山
%また鉄骨構造といえどもこのことが論じられ，柱
と梁の接合がリベット接合，または溶接接合であって
も，節点部の剛性低下を起するものであることが指摘
されている4)九近時超高層建築の出現にともない，
H型鋼の柱および梁を使用する建築構造が取入れられ
るようになった。この構造では節点材として Panel
zoneを取扱い，部材はすべてこの節点材であるPanel
zoneに接合するものと見なしている。したがって，
Panel zoneが勢断変形を起せば，それに接合する各
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部材の材端境角がそれぞれ互に相異して接点が剛でな
いことが提案された九筆者はさきに，工場生産され
たコンクリート製の壁板で軸組に取付けられた鉄筋格
子の両側からその格子を挟み，鉄筋を囲む空洞部分に
コンクリートを流込んで1体の壁を造る Sandwich
Curtain Wallを考案し7)8)，これの面外荷重に対する
壁体の変形が特異の変形をすることを実験で確かめ，
その解析をおこなって軟節剛材鎖理論を提案したへ
また， この理論を工場生産された床板を DryJoint 
して構成する床板〈軟節板〉におよぼし，軟節板に面
外荷重を加える実験をおこなし、山，軟節板についての
計算法について論じた11)12)13)。このように， H型鋼を
使用する鉄骨構造の節点材である Panel zoneの変
形とか，建築のプレハプがもたらす節点材である Jo・
int部分の変形など，これらの節点が剛と見なされな
い構造が近時特に多く現われ，上記した如く旧来論じ
られた節点の完全剛と見なされない問題が再び新しい
姿で現われてきた。そこで筆者は部材の剛性が接点材
に接合する接合部の剛性(軟節曲げ率)に比して極め
て大きいものを軟節剛材鎖と呼び，単位の細長い弾性
板が Coi1Springで綴られた平板を軟節板と呼び，
弾性部材が節点材にそれぞれ弾性的に接合〈軟接合〉
する架構を軟節架構と名付け，これらの弾性系に対す
る理論を軟節理論と名付けてその整理を試みるもので
あるoまた節点材で、ある Panelzoneの勇断変形を
考える場合は，節点材そのものが変形するものであ
り，したがってこれに剛接されている各部材の材端境
角がそれぞれ互いに相異するので，これも軟節架構と
見なせるから，これについての解法も論じた14〉15〉O
このように接合部の曲げ剛性の低下があらゆる場合
におきるので，これらを総合した軟節架構を新しい建
築架構として認めなければならないと考え，軟節架構
の解法を提案した16)。
本論文では前報18)を一般化し 1節点材に剛接する
部材と軟接する部材とを共に持つ節点からなる架構の
一般的解法を試み，例題についてその性状を調べ，基
本型についての実験結果を本解法による値と比較し
て，その実用性を確めるo
2 4連モーメント式の誘導
2・1 1節点に2部材がそれぞれ軟接合する場合
図1(a)に示す如く， AL， ARの2部材が節点 Aで
互いに軟接合した場合，同図の如く変形するものとす
るo この場合図 1(b)の如く，各部材はそれぞれ軟節曲
げ率 SAfALおよひ。SAfARの軟接合部(軟節部〉を介
して節点Aに接合するものとし，軟節部に作用する軟
節モーメント MAfALおよび MAIARと各部材の材端
モーメントとの関係は(b)図のように考える。
し ム R
( a.) 
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図 1
図1(a)について，撹角法の弾性基本式は，
MAR = kAR(2ctAR+ctRA +中AR)+CAR，
MRA=kAR(2φRA+ctAR+中AR)+CRA，
MAL=kAL(2φAL+ゆLA+o/AL)+CAL， ( 
MLA=kAL(2ゆLA+φAL+o/AL)+CLA.
. ...(1) 
式(1)より φLA，φRAを消去すれば，
2MAR -MRA= kAR(3φAR+中AR)+2CAR一CRA，)
2MAL一MLA= kAL(3ctAL+o/AR) +2CALー CLA. J 
-…・・(2)
また，各部材の軟節部における軟節モーメントと角変
化との関係式は節点Aの回転をむとして，
((JAL-(JA) =芋盟主 (JA-(JAR=嬰盟主。AIAL ¥:)AfAR 
であるカミら，
ctAL-φA=2EK。￥盟主，ゆA一世AR=2EKo苧笠。AfAL ¥:)AfAR 
-・・・・(3)
. "'，.". '-'-I、ー，
φAL=2EKo(JAL， φAR=2EKo(JAR. 
部材の材端モーメシトと，軟節部の軟節モーメントと
の聞には次の関係がある。
MAf AL = -MAL， MAfA.R = MAR， 
MAfAL=MAfAR=MLAR. 
、 ?? ?，?
???• • • • • • • • • 
、
?， 、
?』 ，
?
したがって式聞を用いて，
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(MAfAL I MAIAR¥ー (1 i.. 1¥ 
OALー φAR=2Ekokzz+志石)一2EKoMLベ古石+古石)，
まTこは，
I -MAL • MAR ¥ 
仇L-φAR=2EKo~s示子+否万五-)
式但)より
3ØAL-3φAR=~盟主主一旦旦-~堕主主+旦旦 -1/IAL+や'AR- 1CALーCL~+1CAr-CR~ ……(6)
kAL kAL kAR' kAR T"~ • T.... kAL kA 
謝5)と(6)より軟節4連モーメ γ ト式を得る。すなわち，
ー笠旦+2MALf-LJ堅斗ー2Mmf-L+2堅叶+盟主主ー(料-1/IAR)
kAL ¥kAL . SAIAL J ¥kAR . SAIAR J' kAR 
-・・・・(5)
-・・・・(7)
式(7)において，SAIAL=SAIAR一→∞とすれば図4(c)の如くラーメ γにおける 4連モーメント式を得るoすなわ
ち，
一恥1:LA+2MA~+ ー2お1:AR+MRA ー(中AL一中AR)=1CALー CL~-~CAR ー CR4. -H・H ・-(8)
kAL kAR kAL kAR 
2部材が図4(b)の如く軟接合する場合は式(7)において SAIAL一→∞または SAIAR-→∞とおけば得られるo
一旦壬生+~堕互主-~堕主主ー 6EKoMA~+盟主主ー〈中4ーや'AR)
kAL . kAL kAR SAf AR . kAR 
2CALー CLA 2CARー CRA
kAL kAR 
または，
MLA • 2MAL 2MAR. 6EKo MAL 、，一一一+一一一ー一一一+U.c.':LO ~nAL.. +一主主ー (れL やーAR)
kAL . kAL kAR SAI AL . kAR 
=~CALー CL~_2CAR ーCRA
kAL kAR 
なお節点の釣合から，
MAL十MAR=O.
-・・・・(9)
-・・・(10)
2-2 1節点に3以上の部材が軟節合する場合
図2に示す如く 4個の部材が節点Aで互いに軟接合した場合，同図の如く変形するものとする。この場合の
弾性基本式は，
O 
???
し
U 
図 2
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MAR=kAR(2φAR+φRA+中'AR)+CAR，
MRA=kAR(2φRA+φAR+o/AR)+CRA， 
MAL=kAL(2φAL+OLA+o/AL)+CAL， 
MLA=kAL(2φμ+OAL+中AL)+Cμ ，
MAO=kAO(2φAO+φOA +0/ AO) +CAO ， 
MOA=kAO(2φOA+ゆAO+o/AO)+COA，
MAU=kAU(2φAU+OUA+中AU)+CAU，
Mu A= kAU(2Ou A +OAU+o/AU) +CU A.
式(11)より φRA，ゆLA，OOAおよび φUAを消去すれば，
2MAR -MRA = kAR(3φAR+o/AR) +2CAR一CRA，
2MAL-MLA=kAL(3OAL+o/AL)+2CALー CAL，
2MAO-MoA= kAO(3OAO+o/AO) +2CAOー COA，
2MAU -MUA= kAU(3OAO+o/AU)+2CAU一CUA.
各部材の軟節部における軟節モーメントと角変化との関係式は，節点Aの回転角を h とすれば，
BAL-BA =嬰自主， ゆAL-OA=ー 2EKo~ι， 。AfAL dAfAL 
8A-伽=嬰笠旦 OAR-qJA=一2EKo~ι， 。AfAR dAfAR 。rφA=￥主主 OAU-ゆA=ー 2EKo!Aι， 。A'AU dAIAU 
φA-OAO =与自立 OAO-OA=ー 2EKo!Aι 。AfAO dAfAO 
式加)より
( -MAU. M 昼E¥φAUー φAR=2EKo(一一」ι+一一竺ι)。¥SAfAU . SAlAR J 
KJ -=MAU + !AAL ¥ ゆAU-OAL=2EKo(一一一一 一一一一)。¥SAfAU . SAlALノ
( -MAU. MAO ¥ ゆAU-OAO=2EKo( ~mAι+ :"'VJ.AV ) 
¥dAlAU dAlAO I 
一方式何より，
3φAu-3φAR =.1堕笠ー並立!!..-.1坦AR+笠旦ーやAU+中AR-~CAU一Cu~+~CAR-CRA 1 
kAU kAU kAR' kAR T=V' T=" kAU kAR 
3OAU-3OAL =型AU 一旦旦ー型坐+旦坐一中川中'ALーぬu一Cu~+1CAL-CLA ~ 
kAU kAU kAL' kAL T=V' T=~ kAU kAL 
3φAu-3φAO 型空一旦旦ー型坐+旦坐ー砂川中'AO-~CAU-CU.~+血竺色. I 
kAU kAU kAO' kAO T=V' T=~ kAU kAO 
式(凶と式的よりたとえば次の3個の軟節4連モーメ γ ト式を得る。 UAR材については，
-・凶
-・間
-・・・・但)
-・・凶
-・的
笹子ー笠子一生+告-6EKo(云野寸志)ーくやAUーや'AR)=~CZY- ぬιCRA
であるから，
一単旦+2MAU(-._1_+ ~堅叶ー2MAR(-._1_+三堅叫+盟主主
広AU '__'_=V¥ kAU . SAlAU / ¥kAR . S . .tfAR)' kAR 
ー(中'AU ーψAR)=lÇAU-CU~_1CAR-CRA
kAU kAR 
( 1 I 3EKo¥( 1 I 3EKc¥MLA 一旦互主+2MAU(.-一一+一一一!L'-2MAd --.一一+一一~UO )+一一一
¥ kAU . SAIAU / ¥kAL . SAIAL}' kAL 
2CAUー CUA 2CALー CLA-(o/AUーやAL)= ー kAL -， 
-・・倒
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一芋ι+2MAu(~+三堅斗ー2MJ-L+2堅企ì+旦旦
KAU ¥kAU • SAlAU J ¥kAO • SAlAO J' kAO 
一C1tAU-1tAO)=1CAU-CU~-~CAO-COA 
AAU KAO 
2・3 1節点に剛接部材と軟節部材とが混合する場
合
R 
ト10A
門u
門U.¥
し
図3は部材 AUおよび AOは節点材Aに剛接し，
部材 ARおよび ALは節点材Aに軟接合していると
考える。したがって，節点Aの回転角をむとすれば，
部材AUおよびAOについては，
。'AU=9AO= 9A. 
が成立する。
なお各部材に関しては，式仰の弾性基本式が成立す
るo したがって式(同の関係がある。
各部材の軟節部における軟節モーメントと角変化と
の関係式加)において，問。接材 AUおよび AO材に関
しては，SAIAU=SAIAO-→∞とおけば良L、から式(凶は
次のようになる。
..(16 
3 
一方各部材の弾性基本式聞の関係式伺はそのまま成立
するから，式仰と式的より， 4連モーメント式を得
る。すなわち，
図
...(17) 
???。 ?
?
??
?
? ?
?
? ?
?
「?
??
?
?
?
?
? ? ? ? ???????????
一旦互土+1塑笠ー2MAd-L+2堅企i+盟主主ーCt/JAU-1tAR)
kAU • kAu ¥kAR • SAlAR J' kAR 
一2CAU-CUA 2CAR-CRA 
kAU kAR 
...(17) 
MUA ，2‘1:AU _...U._ ( 1 I 3EKo¥ 、，一ー一一+一一LAU-2MAL(一一一+一一一一)+l~~LA ー C1þAU ーやAL)
kAU • kAU ¥kAL • SAIAL J' kAL 
2CAU-CUA 2CALー CLA
kAU kAL 
Mu A I 2MAU 2MAO 、，一一一一+一一一一一一一一+一一生ー C1tAU-1tAO)
kAU • kAU kAO' kAO 
R 
? ? ， ， ， ?
?
?
?
し
_2CAU-CUA 2CAOー COA
kAU kAO 
これをみれば， UARおよび UALについては，図4(b)に示す如く
1つの軟節部を介して2部材が接合した状態となり，式(7)において
SAIAL一→∞と置いた場合の式(9)であれ UAOについては，図4(c) 
に示す如く 2部材がA点で剛接合した状態となり式(8)であることが
わかる。 R 
、 ， ， ，
? ? ?
L 
R 
図 4 
A 
(0) 
し
剛接部材と軟接部材とを混合Lた節点をもっ架構の解法
図3の如く 1節点材に剛接した部材と軟節した部材とを，混合
した節点をもっ架構の一般的解法は次の手順によれば良い。
4連モーメ γ ト式
1節点について， 1部材をとらえ，これとの接合する他のすべ
ての部材ごとに，その接合の仕方が，図4(a)の状態のものについて
3 
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は式(ηをつくり，図4(b)の状態のものについては式(9)
をつくり，図4(c)の状態のものについては式(8)をそれ
ぞれつくる。これにより 1節点に集まる部材を n個
とすれば， n個の部材々端モーメントが未知数となる
が，その節点には n-1個の4連モーメ γトの方程式
がつくれるo故に各節点ごとに1個の方程式が不足す
ることとなるo
i 節点方程式
ところが，節点のモーメ γ トの釣合から次の節点方
程式が各節点ごとに1個づっつくれるので，これで未
知の材端モーメントの数だけ方程式がつくれることと
なる。
MAR+MAL+MAU+MAO=O. -・・・仰)
ii 層方程式
また各層ごとに1個の部材角が未知数となるが，次
の層方程式を各層ごとに1個づっつくれる。
て， Mi'" + Mi下P+三ユ よ' L=O. ・H ・-<9
lli 
以上の如く， i， i，および iiよりこの架構を解くこと
ができる。
例題1
図5(a)に示す軟接部材と剛接部材とを混合した節点
を持つ対称架構に，図示の水平荷重が作用する場合軟
節曲げ率聞にはそれぞれ次の関係がある。
SBIBE=SEIEB， SOlOD=SDIDO. ・H ・.(a)
また部材の材端モーメント相互間には，それぞれ次の
関係がある。
MOD=MDO， MOB=MDE， 
M.o=MED， MBE= MEB， 
MAB=MFE， MBA=MEF. 
???， ，? 、
? ? ? ? ? ?
P 
-皿ーー - 1 C 
P 
B 1 
1 
A 
ト-l--1
CQ.) 
1 
F 
今
6EKo _ 6EKo _ 6EKo _ 6EK 一一一一一一一一一一一=一一~no =0.1. 
SBIBE SEIEB SBOD SODE 
・・・・や)
として基本式を計算すれば，
AB材:
式仰の第3式を用いて，
-2MAB+MBA+中AB=O. ・H ・-何)
ABE材:
式聞の第1式を用いて，
-MAB+2MBA -l.lMBEーや'AB=O. ・H ・ヤ)
ABC材:
式仰の第3式を用いて，
-MAB+2MBA -2M.o+MoBー (o/AB一中'.0)=0.
・・・・(f)
BCD材:
式仰の第1式を用いて，
一M.o+2MoB-1.1MoD-o/BO=O. ・H ・H ・.(司
節点方程式は，
MBA+MBE+MBO=O， 
MOD+MoB=O. 
層方程式は，
MAB;MB:!.-=-P， 
M.oo+Mo~=-~-
h 2" 
これを解いて，
MAB=ー 0.608Ph，MBA =ー O.392Ph，
M.oo=一O.197Ph，MBE= O.589Ph， 
MOB= -0.303Ph， MOD= O.303Ph， 
ttAB 一o.824Ph， t.o =一O.739Ph.
・・・・(j)
...…(h) 
???• • • • • • • • ?
先
':o.608PRモO.ωoPID
(1，) 
図 5
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?
? ? ?
??
P一ー
となり，これらを図 5(b)に示す。また図 5(a)の各節点
が剛なる場合についてのそれぞれの値を計算して図5
(b)の( )内に示す。これによれば，軟節曲げ率(式
(c)の値の場合〉を考慮した場合には，各柱の部材角は
当然増大するし，中間節点における柱の材端モーメン
トは減少して，柱脚および上階柱の柱頭部の材端モー
メントが増大することがわかる。
???
験
図6の場合について，節点Aにおける各部材の材端
モーメントを求めるには， 式仕切を用いそれに MUA=
MRA=MoA= 0および中=0，C=oとおけばよし、。す
なわち，基本式は， UAR材については，
ト-~-1G8'!! 十 168生-1
司6D.9xlo‘-/273x/O-d
(a. ) 
3ー1.4xlOもO 34.6 xlO‘ 
???
???
?
4 
R 
l時一-L一一--J
図 6 
門A
-・・・・(a)
、 ? ， ，
?
? ?， ，? 、
(， ， 3EK。¥n2MAU -2MAR( 1 +吉一一~)= 0 、。A'AR/ 
UAO材については，
2MAUー 2MAO=O. 
また節点方程式は，
MAU+MAR+MAO=MA. 
これを解いて，
図6の理論値を実験で確める目的で， 図7(a)につい
て，同図の方法で写真1の通り実験を行なし、かつ計算
に必要な軟節曲げ率を実験から求めることとし，この
実験を図8(a)について同図の方法で写真2の通り行な
っTこo
軟節曲げ率の実験:
図8(a)の1点および3点に， Dialgaugeを取付け，
2点および4点のそれぞれ1点および2点に対する相
対変位を計測した結果を図8(b)に示す。これによれば
7 
ct) 
図
-・・・・・・や)
AR= 島1A
か告;)'
MAU=MAO=手{1-，J 1 ， ~EKn J 
3(1+諜;)
-・・・・・・・・何)
また 3材が剛接合されている場合は，
RMAR=RMAO=州 J=学 -・・・・ (e)
、 ? ? ?
?
? ?， ， ? ? 、• • • • • • • • ?
であるから，
RMAR _ 1 
MAR " 2EKー1+ ェー~
"A'AR 
となるので， 両者の歪度の理論値 理ε1，2お よび理E8，4
の比を求めれば，
1生.!..=問8，4=0.548 
理ε1，2 lYll，2 
となるo これに対し図8(b)を用いて求めた実験値は
0.577となるので，実験値に対する理論値の誤差は5
%であるo
例題2
Curtain Wallの層間変位の逃げ
Papelが Slabに緊結されていて方立を介して接合
れている場合， 凶9(a)の如く方立 は Fastenerによ
って床に，結合されているo このとき方立の剛性と
Fastenerの剛性との関係を調べる。
12叫 Dìal7αu~e
2 訂
/ H-IZ5K1Z5X6仰
40 
????• 
¥ . 4 叶主 / 
¥…I ~ 2ノ
¥ l川|↑ /
¥1十 /
¥叶/
¥内 I/ 
，¥Ili 
¥レ
ー+枝み(γ¥0"")
.2ι↑B Iq 
8 図
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ー~
式(9)を用いて
P 
荷重 Pが 1.256 t以下の範囲では，直線的に変化す
ることがわかったので，この関係を用いて軟節Illげ率
SilARを求めて次の値を得た。
SAIAR=3846538 kgcm. 
図6の実験 :
図6に示すモーメン トMAを加える代りに，図7(a) 
の如くA点にアームを取付けてその先端に油圧で集中
荷重を加え，同図の 1~10点の歪みを測定する実験を
写真1のように行なった。 P=ltに応ず、る計浪IjiXにお
ける恋度を図8(b)に示す。
理論値との比較 :
式(g)および(i)の他を用し、て式(d)を計17すれば，
MAR=0.215MA， MAO=0.3925MA. ………(h) 
o =847cm4， E = 2100000kg/ cm 2• 
・・・・(i)
今，P=l tの場合 (MA= 0.4625 tm)において，ゴ'RH
測点 1， 2および 3，4点におけるIllげモーメン トの
理論値 M!，2および M3，4は，
M!，2= 17.2617 tcm， Ma.4 = 9.4599 tcm. 
-・・・・・(g)
???• • • • • • • • ?
、 、 ，
?
??，?、
2 
(α) 
( b)
写真
写真
o = 168cm， 
188 
方立
ca.) cb) 
図 9
( 1 I 3EKn¥ ，.6 一2MAB[，-一一+一一~)+一一土+tþAB= 0， 
¥kAB • SA(AB J' kAB 
・…(a)
IB .~，... ( 1 . 3EK n¥ 
竺竺ー +2MAB[，-一一+一一~)-tþAB=o. 
kAB ¥kAB • SBIBA J 
・・・・・・・・仏)
また層方程式は，
???
? ?
?
?
? ?
?
?
??
?
?
?
-・・・・・・・や)
1 EKo 
2kAB . SBIB お1AB=おfBA D 弓竺
且 1 EKo 
2kAB . SA( AB • 
-・・・・・・・・但)
式何)と(c)よれ
P8 
1 EKo 
2kAB . SBIB とー+1
1 I EKo 
2kAB . SAIAB 
1 EKo 
2kAB • S.BIBA 
1 EKo 
2kAB • SA(AB B= - LJ.a.".I:lD AD_ PiL 
1 I EKo 
2kAB . SBI. 
D ぞ空全+1
1 ~ EKo 
2kAB • SA(AB 
SA(AB=SB(BAのとき式(e)は
島1BA=
-・・・・ (e)
BA = -~il. MAB = _ ~il一一一一一一・ 且VIA一一一一一一.2 'ー 2
式(e)と(b)より，
-・・・・(f)
6EI R_ P8 中ABkAB=一一一一δー，il2 - 11 I EI 、
I 2 . ilSBIBA I 1 ， ，-: ~~L>'.:'n. +1  I 1 I EI ._，
¥ 2 . ilSAIAB I 
t:11 IBA 6EI -2一一一一ー ト....・H ・.(g)1 I EI ilSBIBA I
2 . ilSA(AR } 
189 
SAIAR=SB!BA=Sの場合は，MAB=MBA=Mとなり，
空L~=M(l+主旦).・H・-伍)
¥ilS J 
更に完全固定の場合は，
6EI ヲ~a=M -・・・・(i)
(同式より，方立の上下に取付いている Fastenerの軟
節曲げ率 S，方立の剛度旦，肝臓与が定まれ6 必
ば， Fastenerに生ずる曲げモーメントを次式より求
めることができるo
6EI 
M= _il一一・ δ
6EI il' 1+ー 一一
ilS 
、 ? ， ， ，?， ， ? ? ?• • • • • • • • ?
5結論
剛接する部材と軟接する部材とを共に持つ節点から
なる架構の解法をおこない，この理論値と比較してそ
の精度を確かめた結果，実用的には満足できることが
わかったので，軟節理論による軟節架構の一般的解法
として，本解法を実用的に使用できるものと考えるo
したがって，次の問題としては，従来の建築構造にお
ける柱と梁の接合部剛性とか，柱脚の固定度合および
建築のプレハブ化が進むにつれて起こる Jointの剛性
または塑性ヒンヂに至るまでの問題を考える架構の解
法等に本解法を利用できるものと考えられるoすなわ
ち，これらはすべてそれぞれの状態に応じて軟接曲げ
率を求める研究に帰するわけである。
本論文をかくに当たり，御教示，御指導を頂いた東
京工業大学の後藤一雄博士並びに本実験および整理に
あたり，援助頂いた福井大学の土田技官，福田技官お
よび藤井恵子嬢に深く感謝致しますo
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